








※フランス語で「ダム新聞」という意味です

駒込ダム右岸造成アバットメント※工法とは？

駒込ダムの右岸アバット部では、変質を受けた軟質な岩盤が分布し

ているうえ、

①斜面勾配が約45°と急勾配であるため、ダムの基礎を堅岩に上座

させると基礎掘削が大きくなり、平均勾配1:0.7で掘削しても60m程

度の長大法面が発生する。

②ダムサイト右岸直上流に分布する崖錐及び変質を受けた岩盤（緩み

ブロック）に掘削が波及するため、膨大な法面対策工が必要となる。

③上記により多大な工事費を要するとともに全体工事の長期化を招く。

などの課題が発生します。 緩みブロック

長大法面

右岸アバット部の掘削範囲

駒込ダムは、十和田八幡平国立公園

内に計画しているため、自然環境およ

び景観への配慮が不可欠で、長大法面

の発生を極力抑えることが重要となり、

右岸アバット部の構造・形式の検討と

併せて掘削法面を縮小することが大き

な課題であると考えています。

右岸アバット部の課題への対応（造成アバットメント工法）

重力式コンクリートダムにおいてアバット部の基礎岩盤が悪い場合

などには、弱層部の置換、掘削法面の縮小等を目的に造成アバットメ

ント工法（大規模なコンクリート躯体による人工岩盤を設置する工

法）を採用しているダムが全国的に増えてきています。

駒込ダムにおいても、前述した右岸アバット部の課題を解消するた

め、造成アバットメント工の採用に向けた検討を進めています。今回

は、現時点までの検討内容について説明したいと

思います。

基礎部は堅岩に、斜面部は軟質な岩盤

に着岩させます。

→造成アバットメント工は基礎面におい

て安定性を満足するように設計するため、

背面側は軟質な岩盤であっても問題あり

ません。また、掘削勾配を極力急勾配で

設定出来るため、掘削範囲を縮減させる

ことが可能となります。

造成アバットメント工概要

背面側は軟質な

岩盤を基礎

基礎面は

堅岩に着岩

造成アバットメント工

造成アバットメント工による効果

造成アバットメン

ト工により掘削する

法面規模が縮小され

るため、緑化等の法

面対策規模も縮小さ

れ、環境負荷の低減

および工事期間の短

縮が図られます。

造成アバットメント工による法面縮減範囲（赤線と黒線間）
（赤線：造成アバットメント工採用、黒線：通常ダムの場合）

右岸アバット部の課題
※アバットメント：ダムが取り付けられる谷の斜面部分

ダム軸岩級区分図
右岸アバット部左岸 右岸

駒込川

設計洪水位EL512.7

SWL EL510.2

軟質な岩盤範囲

長大法面

造成アバットメント工

駒込ダム上流面図



雑感～岩木山のゴリラ～

ゴリラの横顔（額が右側、顎が左側）を見

ている感じです（見えないという方のため

に拙いイラストを描いてみました）。五所

川原市や鶴田町等、北東方向から見るとこ

のように見えるようです。

このゴリラの顎の部分から山の裾野に向

かって、深く切り込まれた谷のような沢筋

があります。この写真だとよくわからない

のですが、これは赤倉沢といって岩木山の

なかで最も深い渓谷と言われていて、東北

大学の地震・噴火予知研究観測センターの

HPでは

な「噴火の可能性が考えられる」（気象

庁HP）箇所であり、そして、その場所か

ら流下して、最終的に岩木川に注いでい

るのです。その岩木川の上流では、27年

10月10日（土）に流域市町村等による

目屋ダム感謝の集いが開催され、そして

今月2月からはいよいよ津軽ダムの試験

湛水が始まります。そして、その後は、

洪水防御、灌漑用水・水道用水等の安定

的供給、さらには観光資源として、地元

に多大な貢献をしていくものと期待され

ています。

顎
口 鼻

目

赤倉沢

赤倉沢

「山頂北東側の赤倉沢の馬蹄形火口は大

規模な山体崩壊の跡で、北東山麓の岩屑

なだれ堆積物には多数の流れ山地形があ

る。」と記載されており、また近年にお

いても、「昭和53年5月6日赤倉沢で活

発な噴気活動を発見」（気象庁HP）と

なっています。

そして、この岩木山は気象庁に

よる常時観測47火山に選定され、

平成23年度からは常時監視体制

が確立されています。

意外に知られていないと思う

のですが、この赤倉沢は、山腹

を下り、津軽平野に至り、1級

河川大石川となり、旧大蜂川に

注いでいます。つまり岩木川の

二次支川なのです。岩木山は観

光資源のみならず、この地域の

文化・歴史の形成に多大な影響

を与え、津軽の大地に大きな恵

みをもたらしているわけですが、

そこを詳細に（マニアックに）

見ると、時にはゴリラの顔に見

える地形が実は常時観測が必要

記憶では、平成27年の3月頃だと思う

のですが、春の息吹が感じられる頃に、

新聞（東奥日報）に、雪を被った岩木山

の山肌が、ゴリラの顔のように見えると

いう記事が載っていました。そこで27

年5月17日の日曜日に、実家の旧車力村

からの帰り道、26年11月19日に開通

した国道339号五所川原北バイパスから

岩木山を携帯電話で撮影してみました。

ガラケーにつき、画像は粗いのですが拡大

してみると、



※フランス語で「ダム新聞」という意味です
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駒込ダム建設所

駒込ダム定点観測箇所における積雪状況を報告します（観測場所などの詳細については弊紙第55号参照）。

2/18の調査では、積雪深は231cmでした。

下図の積雪深状況グラフにて例年と比較してみますと、赤丸が今年度の積雪深、黒線が既往平均（H16～）

の積雪深です。今年度の積雪深は観測期間で一番低く、降雪の少なさを表しています。

１年を振り返って 職員からの一言

駒込ダム建設予定地 ～積雪状況～

５月に駒込ダム４号工事用道路

の法面崩壊が発生し非常に心配し

ましたが、施工業者と担当者が連

携し事故無く降雪前に法面対策を

終えることができ、ほっとしてい

ます。また、浅虫ダムでは地元か

ら要望のあった照明灯を駐車場に

設置しましたが、ダム湖周辺の防

犯に役立つことを期待しています。

今年は春に発生した斜面崩壊工

事の対策を優先させたため、３号

橋の据付ができず４号工事用道路

の全体工程が遅れる結果となり、

とても残念です。やはり自然の力

には勝てないことを実感させられ

ました。

今年は、下湯と浅虫のダム総合

点検を実施し、長期的にダムの安

全確保と機能保持を行うには、健

全度評価と長寿命化計画に基づく

適時の改修等が必要だと再認識い

たしました。

今後は、経年劣化が著しい自身

の体についても、堤体の歪み、水

質悪化、機器異常等を徐々に解消

し、計画的にリフレッシュしたい

と思います。

車点検・よ～し！

船点検・よ～し！

１年大きなトラブルなく無事す

ごせました。

新年度も安全運転でがんばりま

す。

2年間勤めたダム新聞編集長で

すが、今月号をもちまして、異動

に伴い任期終了となりました（ま

だ異動が発表になっていないので、

来月号も担当していたりして･･･）。

ダム新聞愛読者の皆様、今後も

ダム新聞ご愛顧の程よろしくお願

いします。

再任用最初の職場、初めてのダ

ム管理の仕事、十数年ぶりの設計

積算等自分にできるか不安でした

が、教えて貰いながら何とか無事

終えることができそうで「皆さん

に感謝」しております。

監査廊の昇降設備［カラポネ

号］が故障(制御盤取替が必要)で

動かないため、階段の登り下りに

は心が折れました。

充実した一年間を送らせていた

だきました。色々と心に残る事は

ありますが、小学生とダム見学を

したのがとても楽しかったです。

私自身もとても勉強になりました。

お世話になりっぱなしで、本当に

感謝しています。

工事を進めている4号工事用道

路は、駒込川が形成される過程で

浸食されてできた急斜面に計画し

ている山岳道路です。この斜面に

は約40万年前以降の北八甲田火山
活動により供給された新しい地層

やこれを覆う堆積物が分布してい

るため施工途中で予期せぬ事態に

直面したこともありましたが、工

事の関係者全員が「限られた期間

の中で良いものを造る」と言う目

的を共有したことにより切り抜け

ることができたことは良い経験と

なりました。

駒込ダム建設所３年目ダム監視

員の小野寺と申します。今年度で

卒業です。

下湯ダムと浅虫ダムについて

下湯ダムには、発電設備があり
ます。常用洪水吐は凄い迫力です。

浅虫ダムは、温泉街の近くにあ

ります。別名ホタル湖です。上流

にほたるがいます。自然に囲まれ

たダム湖です。

皆様、見学に来て下さい。ダム

カ～ドありますよ

古川総括主幹 伊東主幹 佐藤主査

山内技能技師

中村技師

寺田主任専門員

藤原現場技術員
小野寺ダム監視員

船水非常勤事務員

定点観測箇所～積雪状況

２/１８ 積雪深２31cm



雑感～試験湛水～

平成28年2月13日から津軽ダムでは試験湛

水が始まりました。満水となる時期は大型連休

あたりでしょうか。

写真は今年2月24日に撮影したもので、水

位は約186.7mと思われます。津軽ダム上

流側に見えているラインは目屋ダム天端で

187.5mですから、後80cm位で水没する

ような状況です。

また、下の写真は27年6月3日に目屋ダム

管理所の西村さんに案内して頂き、目屋ダム

直下まで降りていったときのものです。

つまり、津軽ダムと目屋ダムの間というこ

とであり、津軽ダムが水を貯め始めると水没

してしまう場所で、なかなか見ることができ

ないアングルです。この目屋ダム下流の写真

には、渇水の際に、緊急放流に利用されるバ

ンガーバルブが写っていますが、この高さは

153m、その上のオリフィスの高さは

170.5m、それに対して、津軽ダムの堤頂高

は226.7m、そして最低水位は、170.0mで、

その下は堆砂容量となっています。改めて津

軽ダムの規模に圧倒されると共に、目屋ダム

がそれに比べて小規模でありながら、これま

で貢献してきたことの大きさを感じずにはい

られません。

さて、昨年の12月には消費税を10％に引

き上げる際の軽減税率の対象範囲について、

生鮮

食品までとか加工食品も含むとか、政府与党

において侃々諤々の議論が行われていました

が、このような、毎日毎日365日の消費税に

対して、100年に1度の洪水を対象とした河

川・ダム事業、或いは数百年に1度の津波を

対象とした津波対策等は、世間一般の積極的

な思考の対象になりにくいのではないでしょ

うか。今現在、身近に起こっていないことに

対してその対策等を考えるには、理性ある健

全な想像力が必要であると思いますが、 昨年

リアルタイムでテレビ中継された、鬼怒川の

破堤により家屋が一瞬で流される等の光景を

見るにつけ、百年に1度の洪水でマイホーム

が流されないような防災対策の重要性を痛感

する次第です。

私どもの管理している下湯ダムと浅虫ダム

は、現在厳寒期でダム湖は写真のように一部

凍っています。

これからの雪解け時には上流山地に積もっ

た雪が雨と一緒に洪水となってダム湖に流入

してきますが、これを下流河川が氾濫しない

ように貯め込み、夏にかけて農業用水、水道

水等として有効に利用できるようにしていき

ます。

また現在準備を進めている駒込ダムについ

ても、少しずつではありますが、本体着工・

早期完成を目指して鋭意頑張っていきます。

写真は駒込ダムサイト直上流部ですが、津軽

ダムのように早く試験湛水を開始できるよう

に職員一同頑張っております。

これまで、この紙面を借りてダムをはじめ

とする治水施設等のインフラストラクチャー

の重要性について書いてきたつもりですが、

内容の浅い、駄文となった感が否めません。

にもかかわらず忍耐強くお付き合い下さいま

したことを心より御礼申し上げます。どうも

有難う御座いました。新年度からもダム新聞

をよろしくお願い致します。（所長 田邊）

津軽ダム堤頂高 226.7ｍ

目屋ダム堤頂高
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